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多
く
の
注
目
を
集
め
た
国
際

教
養
大
学
が、
全
国
初
の
公
立

大
学
法
人
と
し
て
秋
田
県
雄
和

町
に
開
学
し、
早
く
も一
カ
月

半
が
過
ぎ
た。
近
隣
の
東
北
六

県
は
も
と
よ
り、
遠
く
沖
縄
や

奄
美
大
島
（
鹿
児
島
県）、
五

島
列
島（
長
崎
県）
な
ど
か
ろ、

大
変
な
入
試
競争
率
（
前
期
日

程
は
二
三・
二
倍、

後期
日
程

は
四
五・
二
倍）
を
ク
リ
ア
し

て
全
国
各地
か
ら
入
学
し
た
学

生
た
ち
は、
多
く
の
外
国
人
教

師
に
よっ
て
すべ
て
が
英
語
で

行Pれ
る
授
業
に
み
な
活
き
活

き
と
励
ん
で
い
る。
入
学
式
直

前
の
T
O
E
F
L
テ
ス
ト
で
能

力
別
に
少
人
数
の
ク
ラ
ス
を
編

成
し
た
が、
一
年
次
の
英
語
集

中
課
程
（
E
A
pv
で
は
七・

五
週
毎
の
テ
ス
ト
で
ク
ラ
ス
が

再
編
さ
れ
る
の
で、
大
い
に
頑

張
り
甲
斐
が
あ
る
よ
う
だ。
二

十
四
時
間
開
館
の
図
書
館
で

は、
「
こ
ん
な
に
勉
強
し
た
の

は
初
め
て」
と
い
う
学
生
た
ち

が
深
夜
ま
で
自
習
し
て
い
る。

定
員一
O
O
名
の
と
こ
ろ
を

「
暫
定
入
学
生」
〈

成績優秀

な
ら一

年後
に
正
規
学
生
に
な

れ
る）
を
含
め
て
新
入
生一
四

七
名
を
受
げ
入
れ
た
国
際
教
養

大
学
は、
すべ
て
の
学
生
に一

年
以
上
の
留学
を
義
務
ゴ
貯
て

い
る
が、
開
学
し
て
み
て
予
想

外
だっ
た
の
は、

学生
全
員
が

個
室
全
寮
制
の
生
活
に
大
い
に

満
足
し
て
い
て
寮
生
活
を
楽
し

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る。

私
自
身
も、
秋
田
杉
の
美
し

い
林
を
背
に
し
た
大
学
の
ゲ
ス

ト・
ハ
ウ
ス
か
ら、
森
の
小
径

を
五
分
程
歩
く
と
キャ
ン
パ
ス

に
着
く
の
で、
先
日
ま
で
は
水

化
の
時
代
は
同
時
に
ア
イ
デ
ン

テ
ゴア
ィ
の
時
代
で
も
あ
る
の

で、
こ
れ
ま
で
もっ
と
も
非
国

際
的
だっ
た
（
た
と
え
ばパ
ス

ポ
ー
ト
の
取
得
率
は
全
国
最
低

等）
秋
田
県
は、
一
方
で
自
然

や伝統
が
大
変
に
個性
的
な
の

で、「
国
際
教
養企ロ
g
E
己目。

ロ巳
「
Fo
g－

〉
ユω）」

秋
田
県
以外
に
な
い。
従っ
て

私
自
身
も
き
わ
め
て
重
い
寅任

と
固
い
決
意
で
学
長へ
の
就
任

を
お
受
け
し
た
の
だ
が、
ぞ
れ

だ
げ
に
開
学
の
成
功
を
喜
ぶ
県

民
の
声
も
強
く、
乙
の
五
月
二

十
二
日
に
は
全
県
を
あ
げ
て
の

祝

賀会が
秋
田
市
で
催
さ
れ、

文
部
科
学
省
か
ら
も
御
手
洗
康

．
事
務
次
官
が出
席
さ
れ
た。

ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド
出
身
の

・
国
際
的
な
ヴァ
イ
オ
リニ
ス
ト

渡
辺
玲
子
さ
ん
に
は、

特任
教

と
い
う
新
し
い
学
聞
を
活
う
に

授
と
し
て
芸
術・
芸
術
論
（
音

は
もっ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所

楽
と
演
奏）
の
授
業
を
担
当
し

な
の
か
も
し
れ
な
い。

て
い
る
の
で、
祝
賀
会
で
は
得

そ
れ
に
し
て
も、
国
際
教
養

意
の
カ
ル
メ
ン
幻
想
曲
（
ワッ

大
学
の
発
足
ま
で
に
秋
田
県
で

ク
ス
マ
ン
作
曲）
を
弾
い
て
い

は、
長
野
県
で
の
「
ダ
ム
論・
た
だ
い
た。

争」
以
上
に
激
し
い
議
論
が
重

本
学
の
ト
ッ
プ
諮
問
会
議

ね
ら
れ
て
き
たJ
二
十一
世
紀

（
議
長
は
明
石
康・
元
国
連
事

の
高
等
教
育
を
め
ぐっ
て
乙
れ

務
次
官）
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

ほ
ど
の
論
争
が
あっ
た
県
は、

る
評論
家
の
大
宅
映
子
さ
ん
に

国

際

教

養

大

学

の

開

学

芭
蕉
やゴ
ゼ
ン
タ
チバ
ナ
の
群

藩が眺めなが
ら
通
学
す
る
と

い
う
醍
醐味
を
満
喫
し
た。

入
学
式
で
は、
新
渡
戸
稲
造

の
英
語
原文
の
『
武
士
道』
を

共
通
の
必
読
書
に
し
よ
う
と
英

語
で
訓
辞
し、
「
諸
君
の
中
か

ち二
十一
世
記
の
新
渡
戸
が
出

る
こ
と

存期待
し
て
い
る」
と

結
ん
だ
の
だ
が、
グ
ロ
ー
バ
ル
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は、
「
国
際
人
と
は」
と
題
し

て
ユ
ニ
ー
ク
な
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
い
た。

乙
の
六
月
中
旬
に
始
ま
る
サ

マ
l
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
世
界
各

国
か
ら
五
十
名
以
上
が
来
る
こ

と
に
なっ
て
お
り、
キャ
ン
パ

ス
は
異
文
化
空
間
と
し
て
さ
ら

に
輝く
こ
と
で
あ
ろ
う。

本
年
度
の
入
試
で
ほ、
I
C

U（
国
際
基
督
教
大
学）、
東
京

外
国
語
大
学、
早
稲
田
大
学、

大
阪
外
国
語
大
学、
津
田
塾
大

学
な
ど
と
の
併
願
者が
多
く、

長
野
県
か
ら
は一
名
し
か
入
学

し
な
かっ
た
が、
将
来、
国
際

社
会
で
存
分
に
活
躍
し
よ
う
と

い
う
志
を
抱
い
て
い
る
信州
の

若
者
に
は、

明年
以
降
の
入
試

に
是
非
多数
挑戦
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
と
願っ
て
い
る。

（
国
際
教
養
大
学
学
長
H
松
本

市
出
身）
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